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１．はじめに
イギリス（１）には「パストラル・ケア」という用語がある。同国で 1950年代から頻繁に使用される
ようになってきた用語であり，特に中等教育段階において重要な役割を果たしてきた。また日本国内
においても，イギリスのパストラル・ケアについては 1980年頃から取り沙汰されるようになった。
一例として，馬場将光は「学校では，生徒規則によって生徒の行動を厳しく規制しているだけではな
く，生徒に対する生徒指導にも相当力を入れている。それは一般にパ
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ストラール・ケアと呼ばれ，あ
たかも牧師が信者に対して接するように，教師が生徒の勉強，生活，人格面について行う指導である」
とパストラル・ケアを紹介している（２）。
本稿のねらいは，主にイギリスの独立学校（３），特に寄宿制の学校に焦点を当て，パストラル・ケ
アの用語が一般に用いられるようになる以前の当該学校におけるケアの在り方に注目し，その内容を
明らかにすることである。近年，独立学校に在籍する生徒の割合は，全体の 7パーセントに満たな
い（４）。しかし歴史上，文法学校に始まる独立学校はイギリスの教育を牽引し，徳育，体育，知育の
面でイギリスの教育の基幹となる存在であった。そして，パストラル・ケアはそれら 3つの教育的側
面と密接に関係しており，生徒のケアという観点から歴史をひもとく上で独立学校を取り上げる意義
は大きいと思われる。
現在，独立学校のホームページには，各学校とも‘pastoral care’のタブが目につきやすいところに
配置され，どのようなパストラル・ケアが行われているかについて説明がなされている。この点から
各校においてそれが重要視されていることが窺える。しかし，公立校におけるパストラル・ケアにつ
いては，多岐にわたる研究が行われてきているが，独立学校を対象にしたものは管見の限り，非常に
稀少である。また，生徒に対するケアの教育上の重要性を考慮すると，パストラル・ケアの概念が登
場する以前にも当該校の設立以来，生徒に対するケアは様態の変容を伴いつつも，その性質上，一貫
して施されてきているはずである。パストラル・ケアの用語が流布する以前のパストラル・ケアにつ
いて考察された先行研究に関しては，ラング（P. Lang）による論文が注目に値する（５）。同論文では
18世紀に腐敗した学校を改革した主たる校長と，いわゆる「グレート・スクールズ」を調査したク
ラレンドン委員会の調査からパストラル・ケアが論じられている（６）。だが，そこではイギリスにお
ける 1944年教育法以前の独立学校の歴史を扱うと言及されているものの，歴史の中でも 19世紀に焦
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点が当てられているに過ぎない。
したがって本稿では，イギリスにおける独立学校の設立から現在に至る歴史の中で，独立学校にお
けるパストラル・ケア以前のケアについて整理することによって，現在のパストラル・ケアに繋がる
ケアの在り方を探求し，考察を深める礎としたい。また，文献で取り上げられる独立学校が，グレー
ト・スクール 9校をはじめとする，いわゆる伝統的なパブリック・スクールを中心とした学校が主た
る対象となることも予め踏まえておく必要がある。
研究の手順として，はじめに先行研究の中から見えるパストラル・ケア像を捉え，国内外の研究に
鑑みて，その定義とケアの範囲について検討する。次に，現在のパストラル・ケアの概念を踏まえ，
それが成立する以前の独立学校を，生徒へのケアという視点を軸に概観する。具体的には，現在のパ
ストラル・ケアの定義に見られるケアの要素を抽出し，その観点に基づいて項目を設け，主に具体的
な描写を伴う記述の見られる文献を参考にしながら捉え直す試みを行う。そして最後に，設立以来の
独立学校におけるケアの実態を把握し，パストラル・ケア確立以後，現在のケアの在り方に比して，
以前のケアがどのようなものであったかを比較考察する。
２．「パストラル・ケア」の範囲と用語の定義
日本においてパストラル・ケアが取り上げられ始めた 1980年代初頭，パストラル・ケアの邦訳が
試みられた。しかし，「生徒指導」や「生活指導」というニュアンスに類似するものの，その内容を
十分に言い表しているとは言えないとして，適訳が当てられなかった。そのため英語のカタカナ表記
で暫定的に示す措置が取られ，現在，そのままカタカナ表記が定着したという経緯がある。岩橋法
雄は，1983年に出版された翻訳本の中で，パストラル・ケアについて「『生活指導』は適訳とは言え
ず，『生徒指導』も一般的な訳になってうまくニュアンスが表せないのでパストラル・ケアとし，ま
た pastoral workを『パストラル指導』」とすることを述べている（７）。この点を考慮に入れ，日本に
おける教育や生徒のケアに鑑みると，パストラル・ケアは，狭義の意味での解釈では「生徒指導」や
「生活指導」に類似するものと捉えられる。しかし「生活指導」や「生徒指導」自体も戦後にアメリ
カから日本に直輸入された概念であり，内容自体も日本の教育に敢えて当てはめようと試みることに
よって導入されてきた背景がある。そのため，それらの用語を用いたパストラル・ケアの定義づけに
は，曖昧さが残るものとなることが否定できない。
1990年代に入ると，藤田英典がパストラル・ケアを取り上げた。藤田は学校の教師をパストラル・
ケアになぞらえて，パスター（pastor）の役割を担うもの，と論じている。そしてパスターとは，「牧
師，牧者，牧人，羊飼いなどと訳されるように，信徒が信仰に迷わないように，あるいは，牧場で羊
や牛馬が迷子にならないように，精神面・行動面での指導をする人をいう」（８）としている。
一方，イギリス国内においては，公立学校の中に浸透していった 1950年代にパストラル・ケアの
概念の普及が始まる。しかし，元来パスターという用語がキリスト教会の牧師から学校教育の場へと
転用されたのは，19世紀における，伝統的私立学校，いわゆるパブリック・スクールにおいてのこ
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とであった（９）。そしてその後，20世紀に私立から公立へと浸透してきたという経緯を辿った。望田
研吾の解釈では，パストラル・ケアを「牧師的配慮」とし，「パストラル・ケアの伝統は，他の多く
の学校にかかわる制度と同様に，イギリス教育のバック・ボーンであるパブリック・スクールでの教
育実践から生まれ育まれてきたものである」（10）と述べている。
イギリスでは 1982年にパストラル・ケアの専門研究組織（11）が創設され，1980年代末には，70年
代から浸透してきた公立学校の総合制化の定着もあり，パストラル・ケアは全国レベルで問われる
教育用語になったと考えられる。ちょうど 1980年代末に勅任視学局（Her Majesty’s Inspectorate: 
HMI）によってコンプリヘンシブ・スクールにおけるパストラル・ケアと PSE（12）に関する調査が行
われ，報告書において当時の教育科学省（Department of Education and Science: DES）によるパスト
ラル・ケアの捉え方を窺い知ることができる。そこには「パストラル・ケアとは教授と学習の質，生
徒・教師・またはそれ以外の大人たちとの人間関係の本質，あるいは生徒の学力・人格・社会性の全
体的な発達を観察するための準備，そして特にパストラル面や援助システム，また，課外活動や学校
の校風といったものを通して，生徒の人格的および社会的発展の促進と積極性の育成に関わるもので
ある」（13）と記述されている。
また，パストラル・ケア研究の第一人者であるベスト（Ron Best）（14）は，この政府による捉え方を
少なからず反映させ，パストラル・ケアを次のように分類・定義している（15）。①ケースワーク：人
格・社会性・感情・行動面における問題に対する対応。マンツーマンの支援。②チュートリアル：
チューター（公立学校では学級担任）によるチュートリアル時間（少人数指導）における支援プログ
ラム。③ PSE（人格教育）：人格，社会，道徳，健康および，キャリア教育といった時間割表に明記
された科目。④校風の形成：ケアを行い，協力的な共同体としての学校を発展させること。⑤行動管
理：教室内外で生徒の行動を統制すること。
このように，パストラル・ケアについては，国内外において様々な解釈がなされてきたことが窺え
る。また，コンプリヘンシブ・スクールの誕生により，同学校の敷衍と共に拡大・定着してきた背景
があるが，パストラル・ケアの概念は，本来独立学校の根幹を成すパブリック・スクールの理念を反
映し，その教育実践の中から生成されたものであると言えよう。そして，パストラル・ケアの根幹と
なる狭義の意味においては，生徒の精神を涵養し，育成するための手助けとしてのケアという定義づ
けができる。一方，広義の意味においては，個別指導および全体指導を介した生徒の身体的，精神的，
宗教的ケアおよび学習サポートであり，また生徒の保護を目的とする問題行動の管理を網羅するもの
となろう。
３．「パストラル・ケア」確立以前の生徒に対するケア
さて，パストラル・ケアの概念が敷衍・定着する以前，すなわちイギリスにおいてコンプリヘンシ
ブ・スクールが誕生する以前においても生徒に対するケアは行われていた。その仮定に基づき，生徒
へのケアが独立学校においてどのようになされていたかの経緯を整理・考察する。以下に，前節で得
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られたパストラル・ケアを構成する要素となるキーワードを抽出し，それらに関連する記述が見られ
る文献上の言及箇所に注目していく。
まず，パブリック・スクールをはじめとする独立学校が創設されるようになった起源を，1382年
のウィンチェスター寺院の主教，ウィリアム・オブ・ウィッカム（William of Wykeham）によるウィ
ンチェスター校（Winchester College）の創立とすると，それ以降大戦後，20世紀後半までの 6世紀
余りに亘る生徒へのケアが考察の対象となる。国内外の文献から，前節で定義づけしたパストラル・
ケアに関連する要素を含む記述について着目すると，概ね 7つの観点，すなわち「人格陶冶」「礼拝
／宗教」「スポーツ」「学問」「住環境」「食事」「体罰」が関連項目として挙げられる。
人格陶冶については，独立学校を歴史的視点から扱う文献において，生徒のケアと密接した事項と
して論じられることが多い。この人格陶冶は，現在の PSHE（人格的・健康教育）に通じるものとし
て，パストラル・ケアが生徒に寄与する要素であるという前提をもとに項目に加えた。また，スポー
ツは，ゲームと呼ばれる団体スポーツを主に意味している。そして体罰は 1986年に全面的に法律で
禁止されるまで，鞭打ちを中心に懲罰として当該校で行使されていた歴史がある。なお，体罰につい
ては，校長によるものと，ハウスにおける上級生の中の代表である監
プリフェクト
督生によるものがあった。監督
生は以前，下級生に個人的な雑用をさせる絶対的な権限を持ち，それが頻繁に下級生に対する苛めを
伴い，監督生制度は合法的な奴隷制度とも言われてきた（16）。
次節で詳述するが，それぞれの項目が重視される比重は時代によって異なるが，それらの項目の中
で何がより重視されていたかという傾向は一貫している。たとえば 18世紀を中心に堕落を極めた時
期もあるが，独立学校設立から近年にいたるまで，当該学校においては概ね徳育や体育が重んじられ，
学問よりも礼拝をはじめとする宗教やスポーツが重視されていた傾向が目立つ。これは必ずしも学
問が蔑ろにされていたということを意味するものではない。だが，独立学校で尊重されていた古典語
教育や，18世紀から普及し 19世紀中葉にはすべてのグレート・スクールズで導入されるようになっ
た数学を中心とするいわゆる自由教育が，19世紀末から 20世紀初めにかけて勃興した帝国主義とス
ポーツ重視の傾向に圧倒される時期なども見られ，現在とは様相を異にしていることが分かった。ま
た，体罰については，19世紀後半を境に減少する傾向が窺える。礼拝は，独立学校が設立され始め
る 14世紀から重視されていたが，スポーツも独立学校の設立当初から気晴らしとして設けられてい
た。そのスポーツが 17世紀ころから重視され始め，18世紀には学校生活の中核をなすもののひとつ
となってきた。さらに，食事や住環境については，戦前まで一貫して乏しいものであった（17）。現在
では独立学校のハウスと呼ばれる寮では，寮母やハウスのスタッフが生徒の栄養を考えた食事を提供
し，建物は温度調節の管理が行き届いており，学年が上がれば個室があてがわれるのが一般的である。
その意味でも身体的ケアが戦前に比して大幅に改善され，重視されている要素であると言える。
以上の傾向の一端が窺える，19世紀の独立学校についての記述がある。当時の独立学校において
は，「学校の間にも強調の違いはあったが，大抵純粋に知的な成功は低く見られていた。『人格』こそ
重要で，それは団体競技と苦労を通じて培われる。風呂の水は冷たく寮は寒い。雨をついて走り粗食
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に耐える。それが『人格』を陶冶するのに役立った。生徒は身分社会の中で己の分をわきまえねばな
らない」（18）という教育が行われていた。また，19世紀前半にハロウ校の校長であったワーズワース
（C. Wordsworth）やラグビー校のアーノルド（T. Arnold）は，揃って独立学校の教育理念を，第一
に宗教，第二に紳士的行動，第三に知性であるとしており，訓育第一主義がとられていた。そして訓
育の方法として，宗教教育を筆頭に，体罰，生徒の自治，ゲームの奨励があった（19）。
４．各ケア項目に見る「パストラル・ケア」以前のケアの実情
まず住環境については，ハウスにおける生活の記述から，戦前まで厳しい環境に置かれていたこと
が分かる。イートン校（Eton College）の創立は 1440年であるが，創立後，初期の頃はすべての生
徒がひとつの教室で教えられ，全奨学生は長細いひとつの寝室で寝起きしていた。また，ウィンチェ
スター校においても，すべての生徒が小さな寮に押し込められていた（20）。しかし，19世紀になって
もパブリック・スクールの組織は欠陥が目立ち，住環境や食事事情は乏しいものであった。ハウス
は原始的で，食事は不味い上に量が不十分であり，生徒らは空腹を凌ぐために相当程度の小遣いを
食料購入に充てていた。またひとつの教室に管理不能なほどの生徒を詰め込み，数グループの生徒を
同時に教授する方法が採られていた。さらに，別料金を支払えば個人用のベッドがあてがわれる学校
もあったが，ハウスでは 1ベッド当たり 2，3人の生徒が一緒に寝ている有様であった。イートン校
の細長い寝室は特に悪名高く，1853年から 1887年の間アッピンガム校（Uppingham School）の校長
であったスリング（E. Thring）は，就寝時刻以降は翌朝まで教職員による管理の目が無くなるため，
無法地帯と化すると学生時代を振り返っている（21）。
このような状況であったが，世紀をまたいでも現在と比して環境の悪さが窺える記述が依然見られ
る。1920年代にリース校（The Leys School）に学んだ池田潔は，自著の中で，生徒が生活するハウ
スの様子を「教師の室と病室を除いては学校中に暖房設備というものがない。室内を吹き荒ぶ木枯に
一夜が明けて，朝，目が覚めると毛布の裾に薄く雪が積っていること」（22）もあったと懐述している。
鈴木秀人はその箇所を 1990年代の独立学校のハウスと比較し，「熱いお湯が通ったラジエターがどの
部屋にもあるから，このような悲惨な状況はまず見られないと言ってよい」（23）と現代のハウスの住環
境について言及している。また池田が独立学校に在籍した時代は夕食がなかったが，現在は食事事情
についても毎日 3食提供されている。そして現在では，独立学校のハウスは低学年では複数人数で寝
室を使用するが，学年が上がると個室など，条件が良くなるのが通常である。
以上の点から，独立学校における住環境や食事事情は，創立以来戦前にわたって必ずしも恵まれた
ものではなく，ケアが十分になされていたとは言えない状況であった。しかし以前からのケアの変容
は，たとえば粗食や乏しい住環境こそが紳士養成に寄与するなど，教義の相違によるものとも考えら
れ，故意に質素な寮生活が尊ばれていたという点に注意することも必要であろう。
一方，独立学校における教育において，人格陶冶は各学校が設立され始めた当時から重要視されて
きていた。それは，「人格というものは，当初から全体的にみるとイギリス人にとって学ぶというこ
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とよりも大切なものであるようだ。ウィッカムは，礼儀や人格が人間を形成するという信条を持って
いたが，これは今日に比してパブリック・スクール設立当初にはおそらくそれほどパブリック・ス
クールの教育における自明の理というものではなかったが，教員，保護者，生徒たちはパブリック・
スクールの歴史全体を通して何よりも人格というものを大切にしてきた」（24）という記述からも分か
る。なお，ウェストミンスター校創設者のウィッカムから時代が下り，1572年にハロウ校（Harrow 
School）を創設したライオン（J. Lyon）は，宗教とモラルの教示を基礎教育に据えており，既出のアー
ノルドやスリングも然りであった（25）。村岡は，アーノルドの説教や書簡から「学校をキリスト教教
育の場とすることが学校改革最大の目的としており，キリスト教の精神を生徒たちに吹き込むこと
と，それにもとづく道徳教育を行うこと以外に，ほとんど何の目的もなかったようにさえ思える」（26）
と述べている。このことから，当時，独立学校においては特に宗教が生徒の精神的なケアや人格陶冶
に大きな影響を及ぼす中心的な存在となっていたことが窺える。また，アーノルドが校長として活躍
していた時代のラグビー校について描かれた『トム・ブラウンの学校生活』の中で，宗教に関するエ
ピソードが多く登場することも，キリスト教が生徒らに，精神的に多大な影響を及ぼしていたことの
裏付けとなり得るだろう（27）。
しかし，学校の創設者や，歴史の中で学校改革に寄与した学校長の記述が見られない期間について，
人格陶冶，特に宗教的側面から生徒の人格陶冶が継続的に行われていたとは断言できない。「独立学
校は 18世紀半ばまでにパブリック・スクール教育の正式なシステム，知的で道徳的なものはほとん
ど全部壊滅し，17世紀末から 18世紀末までは，学校が活性化されるような教育的または宗教的な新
しい考えというものはほとんどなかった」ということや「18世紀のパブリック・スクールは，ただ
教育的には全く価値のない場所であった」という記録も見られる（28）。また，同文献には斬新さを持っ
た教師が必要であったが，彼らは自分たちの唯一知っている既にある古い方式を好んだということか
ら，改革以前の低迷した独立学校の様子が垣間見える。18世紀後半には，生徒は余暇の時間に飲酒
や賭博にふけるなど放縦に走り，度々暴動を起こしていた。一方，虐めで生徒を死に追いやる程で，
残虐さや不道徳に対する非難の声がグレート・スクールズをはじめとする学校から上がっていた（29）。
総じて，17世紀から 18世紀が独立学校の最も荒廃した時代と推察されよう。
さて，アーノルドが登場し，クリスチャンジェントルマンを理想に掲げて様々な改革が各学校で行
われるようになった 19世紀後半になると，「グレート・スクールズの学校生活の中でほとんど予期し
なかったこととして，思考，成長，そして学校のキリスト教徒としての生活は，規律，組織，ゲーム，
礼拝によって培われたということ」が挙げられ，また「礼拝堂が学校生活の中心に扱われ始めた」と
いう記述も見られるようになる（30）。さらに，ラングによると，18世紀には残虐で下劣な場所であっ
たグレート・スクールズが，19世紀の最初の 10年の間に，次第に変化が見られるようになってきた。
そしてその変化は少なくとも一部に多くの校長による改革の影響によるものであり，その筆頭に上述
のアーノルドの名前を挙げている。ラングは，「改革され，福音が説かれるようになった 19世紀パブ
リック・スクールの狙いは非常に影響力があった。彼らがパストラル・ケアの構造とイデオロギー双
131イギリスの独立学校における生徒のケア（古阪）
方の発展に影響を与えたことは明らかである」（31）と断言している。
以上の点に鑑みて，生徒に対するケアの観点から，住環境や食事事情は大きな変化が見られるのは
戦後であるのに対し，人格陶冶や宗教，礼拝という面においては 19世紀がターニングポイントになっ
ていることが窺える。
スポーツに関しては，学校設立当初から時間が設けられ，18世紀には中核をなすようになっていっ
た。18世紀後半には，既に現在の独立学校と変わらないクリケットやカヌー，ウォールゲーム，ボー
ルゲームなど様々な種目が行われていた（32）。しかしスポーツは，19世紀まではレクリエーションの
性格を持ち，各学校でも半日休みの放課後などに生徒が各自で行うものとされていた（33）。
ところが独立学校においては 1850–60年代のスリングを含む，アーノルドの次世代の校長らによっ
て，単に放課後の気晴らしではなく，カリキュラムとして公認する存在となった。そしてスポーツ
に教育思想を持たせ，身体の鍛練をキリスト教によって正当化することとなったのである（34）。また
1864年のクラレンドン委員会による報告書にも以下の如く言及されている。すなわち各学校が持つ
クリケットやフットボール用の運動場は，気晴らし的な要素よりも高価値な社会的特質と男性らしい
徳を備えるために役立つものである，とハウスや校舎と共に意味あるものと位置付けられた（35）。そ
の後は帝国主義の風潮に応じて各校におけるゲームがより重要視されるようになり，その証拠に各校
のゲーム用コートも 1900年には 50年前の何十倍も広大なものになっていった（36）。
20世紀前半における独立学校においても同様に，ゲームが学校生活で重要な役割を果たしている
ことが分かる。たとえば，「ゲームが常に学校生活における中心的位置に置かれている。特に通学制
ではなく寄宿制のパブリック・スクールでは。（中略）そして賢い校長が生徒たちをしかるべき方向
へと導く。少年の体の成長は大切だが，それは心と知性の成長とも関係している」（37）という記述が見
られる。また「チームゲームが必ず持っている人格形成の質はゲームの中だけに見られ，またゲーム
によってとにかく形成されるのだ」（38）というように，ゲームが学校生活の中心であるだけでなく，そ
れが人格陶冶にも如実に反映されるものであることが強調されていることに，当時のスポーツの捉え
方が窺える。
一方，体罰は既述のように，1986年に全面禁止になる以前は継続的に行われてはいたが，19世紀
後半から次第に様相に変化が見られるようになったと考えられる。生徒のケアについて，それ以前は
統制・管理の側面から特に生徒を罰する手段として鞭打ちが積極的に用いられていた。鞭打ちは「イ
ギリスの学校で最も長く続く伝統」であり，パブリック・スクール設立当時から行われていた（39）。
しかし，懲罰の寛厳については校長の判断が大きく，ハロウ校のライオンは罰に対しては控えめで
あった。また，学校設立当初，ウィッカムは金曜日を処罰の日と定め，イートン校においても金曜
日が罰を与える日と定められていた。だが，鞭打ちや雑用係の使役を苦にして自殺する生徒もおり，
シュールズバリー校の歴史には，16世紀に首つり自殺をした生徒のことが記録に残っている。しか
し，18世紀になっても，鞭打ちが秩序や美徳を生み出すことはなかったのである（40）。
体罰の減少傾向が窺える記述として，19世紀末頃，イートン校で教師を務めていた著者が，「個人
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的に懲罰を与えることも自分の主義ではない。（中略）また鞭打ちについては，ほとんどそれが必要
だと思われたことはなく，鞭打ちが好ましい場合があったときは，自分がそうできなかったことを決
して後悔するものではなかったであろうということだけは言える」（41）と自伝の中で述べているものが
挙げられる。ここからイートン校において教師個人の性質だけではなく状況的に体罰が減少している
ことが窺える。また，同著者は校長や寮長が次第に生徒との心の絆を大切にし，話し合いによるケア
がなされるようになってきたと併記している。加えて，ハウスの規律が暗黙のうちに守られていると
いう状況と，寮長は，気楽で親しみやすく，話しやすくなければならない，とハウスを管理する者の
性格的な適性についても説かれている。なお，同校では体罰に対し，事情をよく把握し，やむを得な
い場合は体罰の臨時行使を黙諾するという慎重さを必要とするものになっているようであった（42）。
表 1　独立学校の各時代におけるケアに関する項目の重視度合い
時　代
関連項目
14世紀 15世紀 16世紀 17世紀 18世紀前半18世紀後半19世紀前半19世紀後半20世紀前半20世紀後半�現在
「人格陶冶」 ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ○
「礼拝／宗教」 ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ○
「学問」 ○ ○ △ △ △ ○ ○ ◎
「住環境」 × × × × × × × × × ◎
「食事」 × × × × × × × × × ◎
「スポーツ」 △ △ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
「体罰」 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ △ ×
出所）引用文献より筆者作成
【凡例】◎：非常に重視，○：重視，△：どちらでもない，×：重視せず，空欄：不明
体罰減少傾向は，1864年のクラレンドン委員会の調査報告書においても記載が確認できる。それ
は監督生制度が変容し，体罰が劇的に減少したというものであったが，これはアーノルドや他の校
長たちの改革による結果であるとラングは分析している（43）。また体罰減少の記載を裏付けるように，
20世紀前半において，監督生や校長による体罰が回避されている状況について「監督生は，規則を
繰り返し破ったり，無礼な振る舞いをしたりした生徒に手を上げることが許されているが，最近はそ
のようなケースもまれである。監督生は，必要とあらばたいてい口頭での叱責を行い，それは効果を
発揮するであろう。（中略）いつも校長が采配をふるわなければならない大きな事件が起こるが，そ
のような場合でも彼が鞭をふるうことはめずらしい」（44）という記述も見られる。
このようにスポーツは，17世紀から重視され始め，18世紀には学校生活の中核となり，19世紀後
半にはさらにカリキュラムに組み込まれることによって公認されるようになった。それと同時に以前
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のレクリエーション的な要素が薄れ，身体の鍛練を宗教的要素と結び付けることによって人格陶冶に
寄与するものとして昇華された。また，体罰についても 19世紀後半から減少傾向がみられた。生徒
のケアについても肉体的圧力による服従ではなく，より現代に近い生徒と教師，寮長または上級生と
下級生とのコミュニケーションによって問題解決を図ろうとする傾向に変容していった。
以上の各項目と時代の変遷を軸に，ケアの重視度合いをまとめたものが表 1である。便宜上，表に
4 種類の記号を付しているが，たとえば 20世紀後半～現在の住環境が◎，体罰が×など，明確に判
断できる個所ばかりではない。したがって，それぞれの度合いを明確に示すものではなく，ひとつの
目安として参考にされたい。また本稿の引用文献における記述内容を基に判断しているが，各時代お
よび関連項目間の相対的な度合いも考慮に入れている。なお，空欄については，直接的な記述がない，
あるいは他の文脈からも判断しえない場合である。
５．おわりに　―まとめと考察　　
これまで，パストラル・ケアの概念が普及する以前と以後に分けて，生徒に対するケアという観点
から歴史的変遷を辿ってきた。パストラル・ケアの定義は，狭義の意味においては，生徒の精神を涵
養し，育成するための手助けとしてのケア，また広義の意味においては，学習面でのケアに加え，生
徒の身体的，精神的，宗教的ケア，そして生徒の保護を目的とする問題行動の管理として捉えた。そ
の視点で，パストラル・ケア以前のケアに焦点を当てると，次のことが結論付けられる。
まず，現在のパストラル・ケアを各 7項目に基づいて捉えると，「体罰」は次第に減少し，それは
生徒の問題行動の管理や健康福祉を目的とした保護に取って替わられるようになった。そして「体罰」
以外については，現在，各項目に沿ったケアが概ね行き届いているということが言える。
次に，この現代のパストラル・ケア確立後のケアを基準にすると，以前のケアとの類似項目，相違
項目がそれぞれ見出せる。類似点は，一貫して学校の教育理念となっている「人格陶冶」の側面，そ
して「スポーツ」と「礼拝／宗教」を重視している点である。現在ではグレート・スクールズをはじ
めとする独立学校への入学には学力試験が課され，また入学後も大学進学に向けた教科教授と学習サ
ポートが積極的に行われている。そのため，以前に比して「学問」のケアが非常に重視される時代に
なっている。しかし依然，「スポーツ」や「礼拝」にも積極的であり，身体的ケア，精神的・宗教的
なケアが施されている。また相違点としては，先の「学問」におけるケアや「体罰」の廃止の他に，
「住環境」「食事」の劇的な変化が挙げられる。だが，この 2点におけるケアは，ケア自体に対する考
え方の相違について考慮する必要がある。戦前の粗食と厳しい住環境の中での精神鍛錬から，現在で
は子どもの健康福祉や安全対策に，ケアの姿勢が推移していったと言える。そして「学問」について
は，今は大学進学を目して学習サポートが重視されているが，以前は古典授業を中心に教師によるケ
アが行われていた点が相違している。さらに現在のパストラル・ケアを特徴づける PSHEの存在も，
パストラル・ケア以前との相違を考察する上で重要な点である。
以上のように，パストラル・ケアの確立以前にも長い歴史の中で生徒のケアが行われ，それぞれ現
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在に比して類似点，相違点があることが見出せた。しかし，ケアを巡って特に注目すべき点は，生徒
と教師，寮長など学校関係者，また異学年生徒間における関係の変化であると思われる。アーノルド
以後，19世紀後半から 20世紀の前半，そして大戦後の 20世紀後半にかけて，次第に生徒が学校か
ら体罰を伴って抑圧される一方的な関係が解かれるようになった。また時代が下るにつれ，生徒と教
師・校長・寮長との関係，ハウスにおける監督生と低学年の生徒の関係が，コミュニケーションを通
してお互い次第に親しみやすく近しいものへと変化してきた。同時に，懲罰の手段として体罰に訴え
ることが減少していった傾向を読み取ることができる。パスター（羊飼い）が羊を親身になって世話
するように人々をケアする，という語源を含むパストラル・ケアであるが，その根底にある教育的意
義は，ケアに不可欠な人と人のコミュニケーションの中にこそ，顕著に表れるものではないだろうか。
注⑴ 本稿では，特に言及しない限り，イングランドを指すものとする。
　⑵ 馬場将光「第 2章 イギリスの学校」沖原豊 編『世界の学校』有信堂，1981年，42頁。
　⑶ 本稿で用いる独立学校（インディペンデント・スクール）は，本論文中においては便宜上，私立校および
パブリック・スクールと同義であるものとする。また教育史を扱う文献には，基金立学校，公学校などの名
称も見られるが，現在の視点から，政府による補助金を受給していない学校として独立学校の名称を使用
する。
　⑷ 初等中等教育段階における私立学校の在籍者数のパーセンテージについては，例えば文部科学省　生涯学
習政策局調査企画課『教育指標の国際比較（平成 23年度版）』Ⅲ．各国の私立学校の割合，2012年，78頁　
を参照のこと。 
　⑸ Lang, P. ‘Pastoral Care: Some Reflections on Possible Influences’, Pastoral Care in Education: An International 
Journal of Personal, Social and Emotional Development, Vol. 2, no. 2, 1984, pp. 136–146.
　⑹ 1861年，政府の命によりクラレンドン伯を委員長に編成された委員会が，以下 9校をグレート・スクール
ズとし，学校関係者への質問紙調査とインタビューによって調査。結果を 1864年クラレンドン報告書として
発刊。創立順に，ウィンチェスター校（1382年）に続き，イートン校（1440年），セントポール校（1509年），
シュールズバリー校（1551年），ウェストミンスター校（1560年），マーチャントテイラーズ校（1561年），
ラグビー校（1567年），ハロウ校（1571年），チャーターハウス校（1611年）を指す（括弧内は創立年度）。
セントポール校とマーチャントテイラーズ校は設立当初から通学制であり，他 7校は寮生が在籍する。 
　⑺ ダフネ・ジョンソン 編 岩橋法雄 他訳『イギリスの教育と福祉』法律文化社，1983年，5頁。
　⑻ 藤田英典，『教育改革』岩波新書，1997年，156頁。
　⑼ 藤本卓『“パストラル・ケア”，その叢生と褪色―英国公教育に“生活指導”の似姿を垣間見る』大東文化大
学紀要〈社会科学編〉第 47号，2009 年，247–264頁，252頁。なお，パブリック・スクールという用語は，
学校の歴史，資産，設備，在籍する生徒の出身地，成績，または卒業生のネームバリュー等によって 独立学
校の一部を指す俗称である。
　⑽ 望田研吾「イギリスの中等学校における生徒指導―パストラル・ケア（pastoral care）の伝統―」『教育と
医学』第 28巻第 1号，慶應通信，1980年 1月，83–89頁。引用箇所 83頁。
　⑾ 専門研究組織は，The national Association for Pastoral Care in Education（NAPCE）を指す。
　⑿ PSE（人格教育）は 1996年教育法と 1999年のナショナル・カリキュラムにおいて PSEに Healthが入り，
PSHE（Personal, Social and Health Education: 人格的および健康教育）として確立した。PSEとパストラル・
ケアがほぼ同義語であるという解釈もある。（柴沼晶子・新井浅浩　編著『現代英国の宗教教育と人格教育
（PSE）』東信堂，2001年，135頁。） 
　⒀ Department of Education and Science, Report of Her Majesty’s Inspectors on Pastoral Care in Secondary Schools: 
135イギリスの独立学校における生徒のケア（古阪）
An Inspection of Some Aspects of Pastoral Care in 1987–8. Stanmore: DES., 1989, p. 3. 
　⒁ ローハンプトン大学（Roehampton University）名誉教授。パストラル・ケア専門組織NAPCE会長も務める。 
　⒂ Best, R. ‘The Impact on Pastoral Care of Structural, Organisational and Statutory Changes in Schooling’, 
British Journal of Guidance and Counselling, Vol. 27 no. 1, 1999, p. 63.
　⒃ Mack, Edward C. Public schools and British opinion, 1780 to 1860 : an examination of the relationship between 
contemporary ideas and the evolution of an English institution, London: Methuen & Co. Ltd.,1938, p. 40.  
　⒄ Ibid., p. 39.
　⒅ フィリップ・メイソン著，金谷展雄訳，『英国の紳士』晶文社，1991年，249頁。
　⒆ 佐伯正一『中等教育の発展』高陵社書店，1973年，49–52頁。 各校の在職期間はそれぞれアーノルドが
1828–1842年，ワーズワースが 1836–1850年である。
　⒇ Ogilvie, V. The English Public School, London: B.T. Batsford Ltd., 1957, p. 32.
　21 Ibid., p. 124. 
　22 池田潔，『自由と規律』岩波新書，2000年，65–66頁。 
　23 鈴木秀人『変貌する英国パブリック・スクール ―スポーツ教育から見た現在 』世界思想社，2002年，93頁。 
　24 Mack, Edward C., op.cit., p. 30. 
　25 Ibid. 
　26 村岡健次，鈴木利章，川北稔 編『ジェントルマン・その周辺とイギリス近代』ミネルヴァ書房，1995年，
238頁。 
　27 Hughes, T., Tom Brown’s school days, London : J.M. Dent ; New York : E.P. Dutton., 1906. 
　28 Mack, Edward C., op.cit., p. 34. 
　29 Ogilvie, V., op.cit., p. 112.  
　30 Marston, S. L., The public schools from within: a collection of essays on public school education / written chiefly by 
schoolmasters, London: Sampson Low, Marston & Company Limited., 1906, p. 136. 
　31 Lang, P., op.cit., p. 137.  
　32 Ogilvie, V., op.cit., p. 102. 
　33 Malcolmson, Robert W. Popular Recreations in English Society 1700–1850, Cambridge: Cambridge University 
Press, 1973, chaps. 1–3.
　34 村岡健次，鈴木利章，川北稔 編，前掲書，248–249頁。
　35 The Clarendon Commision, The Clarendon Report: English Public Schools in the Nineteenth Century, 1864, 
London, Vol.1, pp. 40–41.
　36 Mangan, James A. Athleticism in the Victorian and Edwardian Public School, Cambridge: Cambridge 
University Press, 1981, p. 71.  
　37 Leeson, S., The public schools question: and other essays on subjects connected with secondary education, London: 
Longmans, Green and Co.,1948, p. 4. 
　38 Ibid., p. 6. 
　39 Mack, Edward C., op.cit., p. 32.  
　40 Ibid. 
　41 Benson, Arthur C. The Schoolmaster : commentary upon the aims and methods of an assistant-master in a public 
school, London: John Murray, 1902, p. 29. 
　42 Ibid., pp. 31–32. 
　43 Lang, P., op.cit., pp. 139–140.  
　44 Snow, G., The Public School in the New Age, London: Geoffrey Bles, 1959, pp. 68–69.
